共同生活援助事業所ホーム３８利用料金表
≪サービス利用料金（1日あたり）≫（別途、負担軽減措置があります。）
	1． 利用者障害程度区分と利用料
	区分1以下
	区分2
	区分3
	区分4
	区分5
	区分6

	　内訳

1 共同生活援助サービス費（Ⅰ）
	1,697円
	1,875円
	2,955円
	3,699円
	4,537円
	5,973円

	2 夜間支援等体制加算（Ⅰ）
	492円
	492円
	618円
	744円
	744円
	744円

	③福祉職員専門配置加算（Ⅰ）
	104円
	104円
	104円
	104円
	104円
	104円

	3 生援看護職員配置加算
	733円
	733円
	733円
	733円
	733円
	733円

	4 人員配置加算I 4
	806円
	806円
	806円
	869円
	869円
	869円

	計（大規模住居等減算適用）
	3,832円
	4,010円
	5,216
	6,149円
	6,987円
	8,423円

	２．うち、保険給付費等から給付される金額
	3,448円
	3,609円
	4,694円
	5,534円
	6,288円
	7,580円

	３．サービス利用に係る自己負担額〔定率負担〕（１－２）
	384円
	401円
	522円
	615円
	699円
	843円

	福祉介護職員処遇改善Ⅰ
　※令和6年から一本化
	１月につき所定単位に0.147を乗じる

	

	その他の加算に関する内容
	　　　摘要
	金額

	日中支援加算（祝祭土日以外に外
部サービスの利用を休んだ場合）
	　区分3以下（135単位）　　
　区分4～6（270単位）　　　　　　　　
	1,414円
2,829円

	入院時支援特別加算
（月1回程度）
	イ　入院期間が3日以上7日未満（561単位）　　　　
ロ　入院期間が7日以上（1,122単位）　　　　　　　　
	587円
1,175円

	長期入院時支援特別加算
（3カ月を限度）
	イ　入院期間が3日以上7日未満（1日122単位）　　　　
	127円

	帰宅時支援加算
（月1回を限度）
	イ　外泊期間が3日以上7日未満（187単位）
ロ　入院期間が7日以上（374単位）　　　　　　　　　　
	195円
391円

	看護職員配置体制
	　　（70単位）
	


≪その他の費用（月額）≫
	家賃
	特別室1階5部屋　2階2部屋　：17,000円
一般室1階2部屋　2階11部屋 ：12,000円
サテライト1部屋　　　　　  　：38,000円

	食費
	朝食：400円／昼食：500円／夕食：500円（1,400円／日）

	日用品費
	3,000円

	水道光熱費
	15,000円

	教養娯楽費
	実費相当分


≪利用者負担の軽減について≫
1か月あたりのサービス利用にかかる「定率負担」は、所得（世帯の収入状況）に応じて下表のとおりの月額負担上限額が設定され（平成22年4月より低所得１、2の利用者負担が無料）、利用されたサービス量にかかわらず、それ以上の負担は必要ありません。
≪高額障害福祉サービス費について≫
	区　分
	世帯の収入状況
	1か月あたりの負担上限額

	生活保護
	生活保護受給世帯
	0円



	低所得１
	市町村民税非課税世帯で、サービスを利用するご本人の収入が80万円以下の方
	

	低所得２
	市町村民税非課税世帯
例）3人世帯で障害基礎年金1級受給の場合、概ね300万円以下の収入

例）単身世帯で障害基礎年金以外の収入が概ね125万円以下の収入
	

	一般１
	市町村民税課税世帯（20歳未満）
	9,300円

	一般２
	市町村民税課税世帯
	37,200円


障がい者と配偶者の世帯で、障害福祉サービスの負担額（介護保険も併せて利用している場合は、介護保険の負担額も含む。）の合算額が基準額を超える場合は、高額障害福祉サービス費が支給されます（償還払いの方法によります）。
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